
 

「市章の変更」及び「都市宣言の制定」について 

 

１．趣旨 

 

 現在の市章は、昭和 7年に一般から募集、市制施行前から鴻巣町の町章として使

用し、昭和 29年 9月 30日の市制施行と同時に市章として制定されました。 

そして、平成 17年の鴻巣市・吹上町・川里町の合併時には「市章は鴻巣市の市章

を用いるものとする」とし、今日まで引き継いできたところです。 

合併 15周年の節目にあたる令和 2年度は、合併時に新市のまちづくりの基本方針

として策定した「新市建設計画」の最終年度となります。 

そこで、合併後に「三地域の均衡ある発展と一体性の確立」を目指す象徴として制

定したシンボルマークを新たな市章とし、改めて市民がひとつになって輝く未来への

飛躍を誓うものです。 

 

また、都市宣言の制定については、本市の地域資源である「花」と「緑」をテーマ

とした新たな宣言を通じて、新鴻巣市における将来都市像「花かおり 緑あふれ 人

輝くまち こうのす」に向けた具体的取組の更なる推進の一助とし、コロナ禍におい

ても市民生活に潤いと安らぎをもたらし、地域の活性化を図るものです。 

 

 

 

  



２．市章の変更（案）について 

 

（１）新たな市章（案） 

現行のシンボルマークを新たな市章とします。 

  

【新市章（案）】         ＜シンボルマーク制定の経緯＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【新市章（案）とする理由】 

本シンボルマークは、合併後に新市の象徴として制定されたものであり、市民から

の支持も高く、本市のシンボルとして、市役所内外で幅広く使用されています。 

また、今年は、合併後 15年かけて取り組んできた「三地域の均衡ある発展と一体性

の確立」を総括するとともに、「輝く未来に向けて始動の一年」と位置づけ、シンボル

マークが持つメッセージを改めて市民と共有することにより、市民との協働によるま

ちづくりの更なる進展を目指します。 

 

（２）現在の市章・シンボルマーク（参考） 

 

【市章】              【シンボルマーク】 

 

 

 

 

 

「コウノス」の四字をかたどった

もので、昭和７年に一般から募集、

市制施行前から町章として使用し、

昭和２９年９月３０日の市制施行

と同時に鴻巣市章として制定され

ました。 

 

合併１周年を記念して、平成１８年１０月１日

にシンボルマークとして制定されました。 

鴻巣の頭文字「Ｋ」がメインモチーフ。 

左側が自然と緑、伸びやかに育つけやき。 

右側が飛躍、はばたくコウノトリ。 

中央にパンジーをイメージした円を配置するこ

とにより、全体で優美なひな人形を表しています。 

シンボルマークは合併１周年を記念し、新市の速やか

な一体化と市民の心の統合の象徴として、平成 18年に作

品応募 342点から、市民による一般投票等を経て選定さ

れました。デザインは市民が作成したものです。 

（参考） 

投票総数 1,436票 

シンボルマークへの投票数 671 票（得票率 46.7％） 

 



 ３．都市宣言（案）について 

 

【花と緑の都市宣言（案）】 

≪説明文≫ 

平成１７年１０月 1日、鴻巣市、吹上町、川里町は合併し、新たな鴻巣市の歴史がスタ

ートしました。 

新鴻巣市の目指す将来都市像は「花かおり 緑あふれ 人輝くまち こうのす」です。 

合併から１５周年を迎え、これまで鴻巣市は、この将来都市像の実現に向けて邁進し、

着実な発展を遂げてきました。 

鴻巣市は、市の花パンジーをはじめとする花の一大産地であり、市内は季節ごとに色と

りどりの花々につつまれる、他市に誇れる花のまちです。 

また、荒川、元荒川や広大な田園地帯など、豊かな緑あふれるまちです。 

現在、この緑豊かな自然を守り育て、次世代に継承していくため、コウノトリの飼育・

放鳥による、人にも生き物にもやさしいコウノトリの里づくりを展開しています。 

花や緑は、市民の心に潤いと安らぎを与え、四季折々に私たちの生活に彩を添えてくれ

るかけがえのない存在です。 

今、新型コロナウイルス感染症の拡大は、本市においても市民の暮らしに大きな影響を

与えています。 

このようなコロナ禍において、市民（人）が心を一つに、花や緑を守り育てながら、さ

らなる鴻巣市の発展を目指していきます。 

 

≪花と緑の都市宣言≫ 

わたしたちのまち鴻巣は、全国に誇る花の産地として知られ、「花」をはじめ、荒川や

元荒川、広大な田園地帯など豊かな「緑」に恵まれており、地域の資源や特色を生かした

個性的なまちとして発展してきました。 

新たな時代を生きるわたしたちは、先人の英知と努力により築いてきたこの豊かな地域

を継承し、花や緑を守り、育て、生かしながら、すべての人が生き生きと健康で充実した

生活を営むことができるまちを目指すため、「花と緑の都市」を宣言します。 

 

１ わたしたちは、地域の誇りである花を愛し、四季の移ろいを楽しみながら、花ととも

に成長し、笑顔いっぱいのまちを創ります。 

 

２ わたしたちは、豊かな自然とともに生き、わたしたちの生活に安らぎと活力を与えて

くれる緑を守ります。 

 

３ わたしたちは、花と緑にあふれた潤いと彩り豊かな郷土を、次代を担う若い世代につ

なげます。 


